
はだの議会だより 令和 5 年（2023 年）2 月 12 日（日）  第 247 号〘6〙

議
案
第
45
号　
秦
野
市
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
を
制
定
す

る
こ
と
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
個
人
情
報
の
開
示

請
求
に
係
る
手
数
料
の
額
、
そ
の
他
の

個
人
情
報
の
開
示
、
訂
正
と
利
用
停
止

に
関
す
る
事
項
な
ど
に
つ
い
て
定
め
る

た
め
、
制
定
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
令
和
５
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
個
人
情
報

の
開
示
請
求
を
受
理
し
て
か
ら
、
開
示

の
可
否
を
決
定
す
る
ま
で
の
期
間
を
30

日
以
内
に
延
長
す
る
が
、
市
民
サ
ー
ビ

議
提
議
案
第
７
号　
秦
野
市
議
会
個
人

情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
を
制
定
す

る
こ
と
に
つ
い
て 

▼
要　
旨

　

議
会
に
お
け
る
個
人
情
報
の
適
正
な

取
り
扱
い
の
確
保
に
つ
い
て
必
要
な
事

項
を
定
め
る
と
と
も
に
、
議
会
が
保
有

す
る
個
人
情
報
の
開
示
な
ど
を
求
め
る

個
人
の
権
利
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に

よ
り
、
事
務
の
適
正
か
つ
円
滑
な
運
営

議
案
第
55
号　
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

本
市
と
伊
勢
原
市
に
よ
る
消
防
指
令

業
務
を
共
同
運
用
す
る
た
め
、
消
防
本

部
の
既
存
車
庫
を
解
体
し
た
跡
地
に
、

車
庫
と
指
令
セ
ン
タ
ー
を
増
築
す
る
工

事
に
つ
い
て
、
請
負
契
約
を
締
結
す
る

も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
今
回
の
伊
勢
原
市
と
の
共
同
消
防

指
令
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事
は
、
物
価

高
騰
の
影
響
に
よ
り
調
達
が
不
安
定
な

資
材
な
ど
が
あ
っ
た
た
め
、
応
札
し
な

ス
や
職
員
の
事
務
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

答　
令
和
３
年
度
の
実
績
で
は
平
均
８

日
間
で
決
定
し
て
い
る
が
、
改
正
後
も

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
、
引
き

続
き
速
や
か
な
決
定
に
努
め
る
。
ま
た
、

職
員
の
円
滑
な
事
務
の
進
行
に
影
響
が

出
な
い
よ
う
説
明
会
を
通
し
て
、
新
た

な
ル
ー
ル
を
周
知
し
て
い
き
た
い
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

条
例
案
の
上
程
ま
で
に
市
民
の
意
見

を
聞
く
機
会
を
設
け
て
い
な
い
こ
と
な

ど
か
ら
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

開
示
請
求
後
の
早
期
決
定
に
努
め
る

こ
と
、
市
民
へ
の
啓
発
を
積
極
的
に
行

う
こ
と
な
ど
を
要
望
し
て
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

を
図
り
、
個
人
の
権
利
利
益
を
保
護
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
令
和
５
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

今
定
例
月
会
議
で
の
可
決
は
時
期
尚

早
で
あ
り
、
議
論
の
場
と
時
間
が
必
要

と
考
え
る
た
め
反
対
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

い
と
判
断
し
た
事
業
者
が
あ
り
、
２
度

に
わ
た
り
入
札
が
不
調
と
な
っ
た
。
完

成
時
期
の
遅
れ
を
懸
念
す
る
が
当
初
計

画
し
て
い
た
工
期
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

答　
当
初
の
工
期
か
ら
約
２
カ
月
の
遅

れ
が
生
じ
た
が
、
事
業
の
実
施
に
当
た

っ
て
の
影
響
は
な
い
。
ま
た
、
令
和
５

年
度
は
、
共
同
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の

建
設
に
併
せ
、
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
な

ど
の
導
入
に
先
立
ち
、
シ
ス
テ
ム
の
設

計
や
メ
ー
カ
ー
選
定
な
ど
を
行
う
予
定

で
あ
る
。

問　
本
工
事
は
、
契
約
か
ら
５
年
11
月

８
日
ま
で
の
約
１
年
間
が
工
期
と
な
り
、

工
事
期
間
中
は
、
施
設
の
中
で
使
用
で

き
な
い
箇
所
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
間
に
お
け
る
出
動
体
制
へ
の
影
響

は
ど
の
よ
う
か
。

答　
工
期
中
、
敷
地
内
の
余
剰
ス
ペ
ー

ス
を
活
用
す
る
こ
と
に
加
え
、
車
両
の

使
用
頻
度
な
ど
を
考
慮
し
、
一
部
の
車

両
を
他
の
分
署
へ
移
動
す
る
こ
と
も
検

討
し
て
い
く
。
工
期
中
に
消
防
力
が
低

下
し
な
い
よ
う
、
常
に
最
適
な
体
制
を

整
え
て
い
く
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

議
案
第
54
号　
秦
野
市
消
防
団
員
の
定

員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い

て▼
要　
旨

　

消
防
団
員
の
処
遇
を
改
善
す
る
こ
と

に
よ
り
、
消
防
団
員
の
入
団
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
継
続
的
な
活
動
の

維
持
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
費
用
弁
償
と
し
て
支
給
し
て
い

た
出
動
手
当
を
出
動
報
酬
に
変
更
し
、

そ
の
額
を
引
き
上
げ
る
た
め
、
改
正
す

る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
令
和
５
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
団
員
に
対
す
る
感
謝
の
意
を
表
し
、

労
働
に
対
す
る
謝
礼
と
い
う
意
味
で
、

出
動
報
酬
を
創
設
し
た
こ
と
に
は
意
義

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
今
回
の
改
正
に

お
い
て
期
待
さ
れ
る
効
果
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
か
。

答　
近
年
、
災
害
の
激
甚
化
な
ど
に
よ

り
、
団
員
一
人
一
人
の
役
割
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
改
正
に
よ
る
支
給
額
の

増
額
な
ど
も
含
め
、
地
域
に
お
け
る
消

防
団
の
存
在
意
義
や
役
割
、
や
り
が
い

な
ど
が
積
極
的
に
地
域
住
民
に
伝
わ
る

と
考
え
て
い
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

共同消防指令センター完成イメージ

訓練を行う消防団員

議
案
審
議

議案第 59 号　令和４年度秦野市一般会計補正予算
（第５号）を定めることについて▲

要　旨
　障害福祉施設等支援事業費などの７事業に、歳入歳
出それぞれ１億 9,888 万 3,000 円を追加するもの。▲

補正予算の概要

議案第 66 号　令和４年度秦野市
一般会計補正予算（第７号）を定
めることについて▲

要　旨
　出産・子育て応援交付金事業費
に、歳入歳出それぞれ１億 171 万
9,000 円を追加するもの。▲

補正予算の概要

議案第 60 号　令和４年度秦野市一般会計
補正予算（第６号）を定めることについて▲

要　旨
　休日夜間急患診療所運営費補助金など 39
事業に、歳入歳出それぞれ４億 2,870 万
1,000 円を追加するとともに、継続費の変
更、債務負担行為の追加、地方債の変更を
するもの。▲

補正予算の概要

▲

採決の結果
　本会議　原案可決（賛成全員）

▲

採決の結果
　本会議　原案可決（賛成全員）

▲

付託委員会
　予算決算常任委員会▲

採決の結果
　委員会　原案可決（賛成多数）
　本会議　原案可決（賛成多数）

省エネ性能の高い家電製品への
買い換え経費の一部を補助 出産・子育て応援交付金を支給休日夜間急患診療所と

薬剤師の体制確保を支援

本市独自の支援策　１億 9,888 万 3,000 円

日々の暮らしを守る施策　１億 8,643 万 8,000 円

①　障害福祉施設等支援事業費ほか４事業
　エネルギー価格などの物価高騰の影響を受けている
事業者など（障害福祉施設、高齢介護施設、民間保育
所、施設園芸などの農業者と畜産農家）の負担軽減を
図るため、物価高騰分に対して支援
②　省エネ家電製品買換え促進事業費
　家庭でのエネルギー費用の負担軽減を図るため、省
エネ性能の高い家電製品への買い換えに要する経費の
一部を補助

地域経済を守る施策　1,244 万 5,000 円

公共交通推進事業費
　地域公共交通を維持するため、バスやタクシー事業
者に対し、燃料価格の高騰による影響分などを支援

本市独自の支援策　1,169 万円

①　休日夜間急患診療所運営費補助金
　　876 万円
　休日夜間急患診療所に対して、発熱外
来の体制整備に要した経費を支援
②　感染症対策事業費　293 万円
　自宅療養者の経過観察を行う地域療養
の神奈川モデル「コロナサポート秦野伊
勢原」における薬剤師の体制確保を支援

国の総合経済対策
１億 171万 9,000 円

事業概要
妊娠期から出産・子育てまで一貫
して妊婦やその家庭に寄り添い、
面談などを実施し、必要な支援に
つなぐ「伴走型の相談支援の充
実」を図るとともに、経済的支援
を一体的に実施して、全ての妊婦
・子育て家庭が安心して出産・子
育てができることを目的とした事
業で、妊娠届出および出産届出を
行った妊婦などに対し「出産・子
育て応援交付金」（計 10 万円）を
支給

議
案
審
議
は

１
面・７
面
に
も
掲
載

（

）

新型感染症や物価高騰などに対応するための補正予算を可決

個
人
情
報
の
保
護
に
関
し
て

法
律
に
基
づ
き
制
定

審
議

議
案

市
議
会
に
お
け
る

個
人
情
報
保
護
条
例
を
制
定

審
議

議
案

消
防
団
員
に
対
す
る
支
給
を

「
手
当
」か
ら「
報
酬
」へ
変
更

審
議

議
案

共
同
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の

工
事
請
負
契
約
を
締
結

審
議

議
案

議
審

案
議




